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第
三
節
日
清
戦
争
後
の
第
五
高
等
学
校
医
学
部
　
日
清
戦
争
後
、
三
国
干
渉
を
受
け
た
わ
が
国
は
後
進
国
と
し
て
そ
の
国
力
を
養
う
こ
と
を
怠
ら
な
か
っ
た
が
、
明
治
二
十
九
年
三
月
三
十
一
目
、
拓
植
務
省
官
制
の
公
布
を
み
た
の
も
、
こ
の
政
策
の
方
向
を
示
し
て
い
る
。
　
三
月
三
十
一
日
、
痘
苗
製
造
所
官
制
を
公
布
し
、
東
京
の
帝
国
大
学
に
は
痘
苗
製
造
所
が
設
置
さ
れ
、
血
清
薬
院
官
制
も
公
布
さ
れ
た
。
　
四
月
七
日
、
医
術
開
業
試
験
委
員
官
制
及
び
薬
剤
師
試
験
委
員
官
制
が
制
定
さ
れ
、
試
験
制
度
の
整
備
を
み
た
が
、
次
に
こ
の
年
の
第
五
高
等
学
校
医
学
部
の
略
史
を
述
べ
よ
う
。
　
五
月
、
入
学
試
験
料
を
改
正
し
、
医
学
科
を
金
弐
円
に
、
薬
学
科
を
金
壱
円
と
し
た
。
　
六
月
十
一
日
に
は
文
部
省
は
訓
令
第
四
号
を
以
て
、
明
治
三
十
年
四
月
以
降
、
大
学
予
科
へ
生
徒
を
入
学
せ
し
め
る
に
は
、
高
等
中
学
校
設
置
区
域
に
依
ら
な
い
こ
と
と
心
得
る
べ
き
旨
を
訓
令
し
　
　
　
第
七
章
　
　
第
五
高
等
学
校
医
学
部
て
い
た
が
、
第
五
高
等
学
校
で
は
七
月
に
入
り
、
旧
予
科
を
全
廃
し
た
。
本
学
部
に
は
こ
の
予
科
の
課
程
を
経
て
入
学
す
る
人
も
あ
っ
た
。
　
八
月
、
本
校
規
則
を
改
正
し
、
薬
学
科
卒
業
試
験
の
学
科
中
、
薬
用
植
物
学
を
加
え
、
卒
業
証
書
に
記
入
す
る
こ
と
と
定
め
た
。
　
九
月
二
日
、
勅
令
第
二
九
八
号
を
以
て
、
文
部
省
直
轄
諸
学
校
官
制
及
職
員
定
員
中
、
改
正
が
行
わ
れ
て
い
る
。
　
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
年
）
一
月
十
一
日
の
文
部
省
学
校
清
潔
方
法
の
訓
令
に
基
き
、
本
学
部
に
も
二
月
二
十
七
日
に
衛
生
委
員
の
設
置
を
行
い
、
且
つ
職
務
章
程
を
定
め
た
。
　
三
月
十
五
日
、
政
府
は
学
生
生
徒
身
体
検
査
規
程
を
制
定
し
、
同
月
三
十
日
に
は
阿
片
法
を
公
布
し
、
四
月
一
目
に
は
伝
染
病
予
防
法
の
公
布
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
従
来
、
各
地
に
置
か
れ
た
衛
生
組
合
が
法
制
化
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
衛
生
行
政
は
こ
の
年
六
月
五
目
に
検
疫
委
員
設
置
規
則
の
制
定
、
九
月
二
十
二
日
の
一639一
　
　
　
第
三
節
　
　
日
清
戦
争
後
の
第
五
高
等
学
校
医
学
部
薬
品
検
査
証
明
業
者
取
締
方
の
制
定
が
あ
り
、
十
月
九
日
、
文
部
省
に
学
校
衛
生
主
事
が
置
か
れ
、
衛
生
局
が
改
組
さ
れ
て
、
防
疫
課
が
置
か
れ
た
。
　
さ
て
、
文
部
省
の
学
校
行
政
も
こ
の
年
は
大
き
な
改
革
が
な
さ
れ
て
い
て
、
四
月
十
四
日
に
は
帝
国
大
学
官
制
中
改
正
（
勅
令
第
九
六
号
）
、
　
帝
国
大
学
各
分
科
大
学
二
於
ヶ
ル
講
座
ノ
種
類
及
其
数
中
の
改
正
（
勅
令
第
九
七
号
）
な
ど
の
改
正
を
始
め
、
次
に
述
べ
る
よ
う
な
専
門
学
科
制
度
の
確
立
が
行
わ
れ
て
い
る
⑳
で
あ
る
。
（
な
お
、
六
月
十
八
日
に
は
帝
国
大
学
が
改
称
さ
れ
、
京
都
帝
国
大
学
の
設
置
、
東
京
大
学
官
制
、
京
都
大
学
官
制
そ
の
他
の
改
正
が
行
わ
れ
て
い
る
。
）
　
さ
て
、
明
治
二
十
七
年
七
月
十
二
日
の
文
部
省
令
第
十
五
号
、
「
第
三
高
等
学
校
二
法
学
部
医
学
部
工
学
部
第
一
第
二
第
四
第
五
高
等
学
校
二
医
学
部
及
大
学
予
科
設
置
」
及
び
明
治
三
十
年
四
月
十
八
日
の
文
部
省
令
第
三
号
に
よ
っ
て
、
本
学
部
は
専
門
科
と
さ
れ
、
そ
の
修
了
者
は
医
学
得
業
士
と
称
す
る
こ
と
を
得
せ
し
め
た
が
、
元
高
等
中
学
校
医
学
部
卒
業
生
は
、
卒
業
後
、
三
箇
年
の
後
、
学
力
検
定
を
経
て
、
得
業
士
と
称
す
る
こ
と
を
得
せ
し
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
な
お
、
こ
の
省
令
第
三
号
に
よ
っ
て
、
第
五
高
等
学
校
本
校
に
工
学
部
が
設
置
さ
れ
た
。
工
学
部
は
本
学
部
と
関
係
が
・
な
い
の
で
、
余
り
筆
を
費
さ
な
い
こ
と
に
す
る
が
、
五
月
に
文
部
省
令
第
六
号
を
以
て
工
学
部
課
程
及
び
講
座
が
定
め
ら
れ
、
同
月
、
本
校
規
則
を
改
正
し
て
、
工
学
部
諸
規
則
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
を
附
記
し
て
お
こ
う
。
　
明
治
三
十
年
五
月
三
十
一
日
、
薬
学
科
卒
業
試
問
の
学
科
目
中
、
及
び
卒
業
証
書
中
に
化
学
を
記
入
す
る
こ
と
と
し
た
が
、
同
日
、
医
学
科
課
程
中
、
細
菌
学
を
加
う
る
こ
と
と
定
め
た
。
一640一
